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山形県工業技術センターものづくりを変えるシミュレーション活用事例集

まとめ

ヒーター最適配置の検討

実験で得られた加熱プレート温度とシミュ
レーション結果との比較により、境界条件を
設定
上記条件でのシミュレーションにより、5通

りのヒーター配置を検討。その結果、加熱プ
レート表面温度が最も高温になるヒーター配
置＝最適なヒーター配置を確認することがで
きた。

1. 目的
被加熱物を効率的に加熱するため、ヒーターの最適配置を検討す
る。

2.  課題
周囲の空気への熱伝達等の、境界条件が不明
→実験装置を作製し、実際の使用環境で温度測定を行い、境界条
件を設定。シミュレーション上でヒーター配置を検討した。

基本情報

種類 熱、流体

解析レベル 高

期間 1年

支援方法 共同研究

ソフト Ansys Fluent

初期評価 設計検討 性能評価 原因究明 その他

・シミュレーションを用いることで、1回の装置試作のみで複数のヒーター配置を検討し、
最適なヒーター配置を得ることができた。

・周囲の空気中への熱移動を含む現象について、今後の支援のための知見が得られた。

対称面

空気

・対称形状のため4等分で計算。
・ヒーター配置を変化させ、温度変化が無く
なった時点での表面温度を確認。

ヒーター

加熱プレート

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

配置1 配置2 配置3 配置4 配置5

平
均
温
度
，
℃

ヒーター配置と平均温度

装置取付面の
ため空気無

最適配置

31


	スライド 1: ヒーター最適配置の検討

